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第1893回例会 令和8年3月19日
12：30～13：30 創立40周年

○ソング
　◦我等の生業
○スマイルBOX
　◦藤田龍文会長（本日は、40周年、地区の事業経過説明例会に参加いただき、ありがとうございます。記念コンペま

で18日、記念式典まで24日と１か月をきりましたので会員一同で頑張りましょう。）
　◦金田昇会員（先週末に地区RYLA（ライラ）研修会が開催され、白河西クラブ推薦で３名の方が参加されました。

良い経験になったことと思います。）
　◦永山龍大郎会員（40周年、３大セミナー、地区大会と皆様ごくろうさまです。私自身わからない事ばかりですが、が

んばります。先日のオーダー会に多くのメンバーにお越しいただき大変ありがとうございます。）

創立40周年記念事業
コミネスの花壇整備とツリー贈呈

A  出席免除を受けていない正会員数 ５７名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １８

T  全 正 会 員 数 ７５名

C  Ⓐの出席者数 ２３名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １３名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３６名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ７１
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５０.７％

第1893回例会出席状況� （R8年3月19日)
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■会長の時間� 藤田龍文会長
　皆さん、こんにちは。やっと気温も温か
くなってきまして、先日の春のおそらく湿っ
た大雪があれがおそらく最後であろうと、
これから春に向けてだんだん気候が温
かくなってくるかなと思っております。先週
からの例会からのその後のこの一週間
なんですが、3月13日、白河市長のほうに

ですね、改めて直接記念式典のご案内といろんなお話を聞
きに兼子くんと運天君と中目実行委員長とでお伺いしてきま
した。4月というのはですね、桜の時期でもあり週末ということ
で各行政の皆さんも大変お忙しいということではありましたが、
快く案内状のほうは受理していただきました。そして、週末の3
月14、15日はＲＹＬＡの研修会ということで、金田ガバナーエレ
クトとですね金田ガバナーエレクトの事業所の方々に大変お
世話になりまして、一泊二日でＲＹＬＡ研修のほうを終了してき
ていただきました。こちらのほうも後程、機会を見つけまして報
告のほうをしていただければと思います。そして、先 日々という
ことで当クラブのパスト会長でもある佐藤清作先生のお通夜
と告別式が行われました。参列していただいた皆さん、そし
てお手伝いしていただいた皆様には大変心より感謝申し上
げます。今日は40週年と地区の各種行事の経過説明という
こと例会の時間を今回で2回いただいております。通常の年
ですとなかなかこういう例会の中で経過説明だったりそうい
った部分というのはないんですが、今回は周年とそしてガバ
ナー輩出に向けてのいろいろな行事が3月4月等重なってきま
すので、その分はご了承いただいて事業の経過説明という
部分を例会に充てさせていただきましたので今日各部門の
皆様からいろいろお話があるかと思いますが、まだまだ担当
者レベルでやってる部門と全員巻き込む部門がこれからまだ
錯綜してるかと思いますが、式典コンペまではもう1か月切りま
したので多くの皆さんで全員で40周年を対外的なお客様に
は感謝の気持ちだったり、私たち自身の会員の所属する会
のお祝いだったり、ご家族も含めてのお祝いも含めて4月12日
を迎えたいと持っておりますので、是非ご協力をよろしくお願
いしたいと思います。

■幹事報告運天直人幹事
○米山記念奨学会理事長　峯純子 : ハイライトよねやま
312号
○国際ロータリー : ロータリーの公共イメージ向上に力を注
ぐ
○ガバナー　泉田征慶　ガバナーエレクト　金田昇 : 国際
ロータリー第2530地区会長会開催のご案内
○ガバナー　泉田征慶　ガバナーエレクト　金田昇 : 国際
ロータリー第2530地区2025ー2026年度クラブ・リーダーシッ
プ・ラーニングセミナー（地区研修・協議会）開催のご案内
○ガバナー　泉田征慶　米山記念奨学会委員長菅野秀
士 : 2026学年度新規米山記念奨学生・カウンセラーオリエ

本日のプログラム

（２）

ンテーション開催について

■本日のプログラム
白河西ロータリークラブ40周年、地区三大セミナー、地区大
会の事業経過説明
●40周年記念事業ゴルフコンペ部門� 堀田一彦委員長

　皆さん、こんにちは。40周年の記念ゴ
ルフコンペということで報告をさせていた
だきます。現在の参加者は白河南クラブ
1名、郡山北クラブ11名、白河西クラブ31
名、東白川クラブ4名、矢吹クラブ1名、石
川クラブ14名、白河クラブ11名、深谷ノー
スクラブ7名、福島クラブ2名、二本松クラ

ブ1名、浪江クラブ4名、郡山南クラブ1名、米沢中央クラブ9
名、それと白河ＪＣが5名とＹＥＧ2名。合計104名となっており
ます。104名で実際最初104名しか予約してなかったんです
けど、急遽押さえましてイーストスタートが13組52名とサウスス
タートが14組56名分で108名分は今正式に押さえられてる
んですが、あともう一組ぐらい何とかならないか今交渉中でし
て、サウススタートのほうがもしかしたらあと2組ぐらい調整でき
るかもしれないということでしたので、とりあえず押さえられる
だけ押さえて、あとはなるべくクラブごとに組を作って楽しく回
ってもらえればいいのかなと考えております。皆さんにお願い
がありまして受付を「グランディ那須白河ゴルフクラブ」で朝7
時からおこないます。7時40分から開会式なので、おそらく7時
から7時30分くらいの間に60名から70名ぐらいのお客様は受
付に来られると。私達ゴルフ愛好会のほうは開会式の準備
等ありますので、あまり受付業務には携われないと思います
ので、責任者としてゴルフ愛好会の鶴丸さんが受付業務の
責任者となってもらいまして、参加者リストのチェックですとか、
参加費5千円の受け取り、それとおつりがあればおつりと領収
書を渡す。それと、組み合わせ表と参加賞用意してますので、
これは全員にお渡ししまして、それとその他に水ですとかお
茶ですとか飲料水のほうも準備する予定なのでそれもお渡し
してもらう。更に、9時過ぎても来ない方には担当者がいます
のでそのクラブごとに。そのクラブの担当者に連絡をして来
るのか来ないのか遅れてるのかどうなってるかという確認を
鶴丸さんのほうにおこなってもらうのですが、結局あと5～6人
受付で欲しいです。なので、皆さんに僕がピンポイントで声を
かけて受付の人を探すのか、もしくは実行委員会のほうから
声をかけてもらうのかどちらがいいか。あと5～6人受付をして
もらえればと思います。開会式のほうは、決まっているのが司
会が運天さん、挨拶は藤田会長と金田ガバナーエレクトにし
てもらう予定です。競技方法の説明は長さんにしてもらいまし
て、開会式終了後、横断幕を持って全員の記念写真を撮り
たいと思います。その記念写真の撮影は勝也さんにお願い
いたします。多分100人規模の開会式なので、一応マイクの
準備もしておきます。またティーグラウンドに組ごとで写真撮影
もおこないますので、それはイーストスタートが勝也さんで、サ
ウススタート照井さんのほうにお願いしようかというふうに思っ
てます。始球式は藤田会長にお願いする予定となっておりま
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す。ゴルフの表彰に関しましては4月12日の祝賀会の中で表
彰式をおこないます。当日は参加賞だけ皆さんに全員にお渡
しして、その他、優勝、準優勝、飛び賞などは祝賀会の中「シ
ン鹿島」にておこないます。そこの司会担当は中嶋一貴君に
お願いしてあります。今のところ、40周年記念ゴルフコンペの
報告としては以上となります。

●白河西ロータリークラブ40周年実行委員会�
� 兼子聡事務局長

　今現在、4月12日当日、コザさんが早く
いらっしゃいまして、その中で永野さんの
お墓参りをしたいというような要望が来て
おります。こちらの永野さんの夫人も参加
をしていただけるということでございまし
て、まだ時間等の詳細が決まってないも

のですから、これから決まっていくかと思いますけれども、大半
の皆さんは準備のために「シン鹿島」のほうに早めに入って
おりますので、ちょっと対応がなかなか難しいかなとも思って
いるんですけれども、多くの皆さんにお足を運んでいただけ
れば永野さんも喜ぶかなと思ってるとこでございますので、よ
ろしくお願いをいたします。あとドレスコードの話でございます。
当日、女性またはパートナーの方につきましては着物という形
でお願いをしているところでございます。そして、私達会員は
基本的に紺色のスーツで色を統一したいと考えておりますの
で、紺色に近い青かったり黒かったりするのかなと思うんです
けども、基本的にはグレーとか茶色とかそういった色でなく紺
色のスーツで参加をお願いをしたいと思っております。そして
もう一つ、当日皆様には新しく作りました襷をかけていただき
ます。この襷人数分ありますし、パートナーの方の分までもあ
るかと思っておりますけども、基本的に襷をかけてる方、基本
お出迎えをしていただくのがメインになるかと思うんですけど
も、座っていたり今メンバー同士で話をしているような場面が
ありましたらば、基本的にはそういう時には襷を取っていただ
いて座っていただく。基本的に襷をしてる人というのはいろい
ろ質問されて答えられるわけではないんですけども、おもてな
しをする立場だと思っておりますので。もちろん長時間立って
れば疲れたりすると思いますので、取っていただいても構いま
せんので、もし座っていたりしている時には襷を取って座って
いただければと思います。また、4月9日の例会は40周年の決
起大会ということになっておりますので、そちらのほうで詳しく
述べさせていただければと思います。続いて、プログラムの前
に当日12時から食事で12時半から例会を予定しております。
こちらのほうは、ＳＡＡの高畠委員長さんのほうを含め相談を
しているところでございますけれども、その中で3クラブ、米沢
さん、コザさん、深谷さんとの姉妹締結式を執り行う予定にな
っております。続きまして、3時より記念式典のプログラムを予
定しております。開会の言葉を吉田充実行委員長にお願い
しまして、開会点鐘を会長にしていただいて、国歌斉唱、ロー
タリーソング斉唱を運天幹事にお願いをしてるところでござ
います。その中で、今回清作先生も入ってしまいましたけれど
も、物故会員の紹介と黙祷の時間を取らさせていただきた

いと思っております。そして、続きまして来賓、来訪クラブ紹介
を青木大エレクトにお願いをしてるところでございます。続きま
して、歓迎の言葉を実行委員長の中目さんからしていただき
まして、式辞につきましては藤田会長。そして、来賓祝辞を白
河市長、西郷村長、泉田ガバナー、白河ロータリークラブの原
会長にしていただく予定でございます。続きまして、祝電披露
をしまして、スポンサークラブ感謝状の贈呈式一通りおこない
まして、歴代会長の感謝状贈呈式を予定しておりまして、今
回初めてなんですけども先日もジロデ白河でやらせていただ
きましたポリオ募金の贈呈式を初めて式典の中で入れさせ
ていただいて、泉田ガバナーに贈呈する形を取らせていただ
けるかと思っております。そして、続きまして40周年記念事業
の発表につきましては、吉田充副実行委員長にお願いをし
ているところでございます。その中で今、ＣＫＢのほう島田委
員長。そして、ジロデ白河の大住委員長。ポリオ募金の大竹
さんにいろいろと写真等コメント等を今やっていただいてると
ころでございます。そしてもう一つ最後に周年事業の最後の
しめといしまして、今、南湖にあります藤田新次郎さんの像の
脇に顕彰碑を作成予定でございます。こちらの方は白河町
の時の町長さんで、南湖神社、南湖公園と開発に尽力され
た方ということで、こちらのほう寄贈したいと思ってるところな
んですけども、なにぶん南湖公園の中ということで文化庁の
許可とかいろいろありまして、今のところのスケジュールでいい
ますと4月いっぱいでＯＫが出て制作をして5月中にできるか6
月、できれば会長の年度内にはこの寄贈式もやりたいと思っ
てるところでございますので、またその時には皆様に足を運
んでいただくことになるかと思いますけれども、ご協力をよろし
くお願いをいたします。続きまして、式典が終わって閉会の言
葉を前原副実行委員長にお願いをいたしまして、閉会点鐘
を藤田会長にしていただきます。続きまして、15時より祝賀会
のほうを予定をしております。こちらのほうは大住社会奉仕委
員長に開会のお言葉を述べていただいて、また藤田会長か
ら挨拶をいただきまして、今回来賓挨拶といたしまして、米沢
とコザと深谷の会長さんに挨拶をしていただく予定でござい
ます。続きまして、乾杯の音頭を金田ガバナーエレクトにお願
いいたしまして祝宴をいたします。この中で、前段堀田さんより
ありましたコンペの表彰等がございますし、今回はアトラクショ
ンというよりは料理自体がアトラクションということで、シェフの
ほうからいろいろ料理の説明をしていただいたり、学んでする
ことをアトラクションとしたいなと思っておりますので、ご理解ご
協力をよろしくお願いをいたします。そして、閉会の言葉を諸
橋ロータリー財団委員長、次年度幹事にお願いをして祝賀
会のほうは閉会をさせていただければと思っております。その
後、今、出欠の案内でも回っておりますけれども、「赤門」のほ
うに姉妹クラブの皆さんをお呼びして二次会のほうも設定を
しておりますので、ご参加される皆さんには是非多くの皆さん
に参加をしていただければと思っております。続きまして、組
織図のほう前回の時にもお渡しをさせていただきましたけれ
ども、中目実行委員長をはじめ吉田充副実行委員長、前原
さん副実行委員長で今のところ進めております。その中で皆
様にお願いしたいのは、運天委員長はじめとする受付担当
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部門でございます。今、案内等は作成していただいて当日に
つきましては受付業務全般を委員会の皆さんで担当をして
いただければと思います。案内等の席札等についてはこちら
のほうで準備を進めさせていただいておりますけれども、そう
いったものの準備を受け付け担当委員会のほうでお願いし
たいと思います。続きまして、姉妹クラブ関係のほうはシスター
委員長の十文字委員長を中心としてシスター委員会の方々
にお願いをしております。前の週のゴルフコンペの時にも、深
谷さん、米沢さんいらっしゃいますし、当日コザさん、米沢さん、
深谷さんいらっしゃいますので、今前段話のお墓参りの件に
ついても、姉妹締結につきましても、いろいろお願いをしてい
るところでございますけども、全部の窓口については十文字
委員長をはじめとした委員会の皆さんのほうにお願いをして
るところでございます。続きまして、司会関係でございます。こ
ちらのほうは石川委員長にお願いしておりまして、流れが大
体決まりましたので、これからそのいろいろ進めていかなけれ
ばならないのかなと思っておりますけれども、こちらのほう前回
のあれとかもありましたのでそれを参考にやっていければと思
っておりますので、よろしくお願いをいたします。続きまして、記
念誌関係はこちらはもう記念誌とプログラムといろいろつきま
しては、渡部さんをはじめ西山さん、鈴木典雄会員にお願い
をしているところでございます。そして、式典関係につきまして
は高畠委員長をはじめ、そちらもＳＡＡの方を基本に入れさ
せていただいております。こちらのほうにつきましては、式典の
関係の全般ということで、席順を含め席札、席の案内、そうい
ったものを当日やっていただければと思っております。こちら
のほうもまだ出欠が今日までが締め切りなものですから、これ
から本格的に動きだすのかなというところでございますけれど
も、委員会の皆さんにつきましては当日お客様の案内、または
会場の設置のほうにご尽力をよろしくお願いをいたします。そ
して、懇親会のほうにつきましては、櫻岡委員長をはじめ親
睦委員会の皆さんのほうにお願いをしております。こちらのほ
うは懇談会の時に席の案内と、席順もこれから決めてくところ
でございますけどもこちら全般。または、玄関のほうでお出迎
えをしようかなと思っておりますので、こちらのほうの段取りもよ
ろしくお願いをいたします。そして、記念事業につきましてはい
ろんな委員長さんの皆さんに今資料等集めをお願いしてお
りますので、大体集まりました。今、実行委員長の充さんが話
す15分間のスクロールを作っておりますので、あとそこに言葉
を埋めていく作業になってくると思いますので、よろしくお願い
をします。そして、続きまして初めてこれは多分聞く話になって
くるかと思うんですけども、来賓接待という形でパスト会長の
皆様方をここに入れさせていただいております。安部和夫委
員長のもと、基本は入り口の所で両側に並んでいただいてお
客様のお出迎えがメインになるかと思っております。先程話し
ましたもし立っていて疲れたならば席に座っていただいて結
構ですので、式典前の30分間くらいと懇談会前の15分とか
30分前からいろいろやっていただくと思いますのでこちらのほ
うも時間等決定いたしましたらまた改めてお願いするところで
ございます。そして、先程のゴルフにつきまして堀田さんはじ
め長さんと茂君でやっていただいております。いまのところ、全

体の役割といたしましてはこんなところでございます。その中
で、俺何やるんだろうとか質問等あれば答えられる範囲の中
で答えたいと思います。このあと三大セミナーと地区大会の
お話がありますので、それ終わった後でも全体を通して質問
等受けたいなと思っておりますので、よろしくお願いをいたしま
す。

●地区三大セミナー委員会� 矢田部錦四郎実行委員長
　皆さん、こんにちは。三大セミナーのう
ち一つは「グランディ那須」でおこなわれ
ましたリーダーシップセミナーなんですが、
皆様には大変お世話になりました。今回、
声かけられた人かけられない人いたと思
うんですが、基本的に地区役員、地区の
副幹事ということでそこにお声がけをさせ

ていただいております。そのセミナーに関しても本来は諸橋
幹事のほうから紹介をいただけば一番いいんですが、私は
金田ガバナーエレクトと諸橋幹事の下の中で運営のほうを担
当しております。一応、実行委員長として矢田部錦四郎と、副
実行委員として山縣栄寿さんの組織でこの3大セミナーを運
営しております。まずはそのリーダーシップセミナーでも分科会、
非常に苦労しました。あのホテル自体はやはり皆さん来た時
には感動していただけるんですね、すごいとこだねってこう感
動していただけるんですが、やはり研修会という名目の中で
研修をするというと、非常に研修しにくい場所でもあります。そ
の辺もめいいっぱい頑張って、そして皆さんが迷路のような
会場をしっかり案内していただいて無事にその分科会も皆
さん済んで本当に協力に感謝したいと思います。私もすぐに
次の例会でお礼を言うつもりでしたが、さすがに9月から2月ま
でいろんな気をもんだ部分、たいした仕事はしてないんです
が、次の日から約5日間ダウンして会社休みました。やはり、半
年間のプレッシャーってやっぱり凄いですね。自分でやったこ
ともない経験もないっていうことで、ただデータだけを書き換え
る仕事だと思ってたんですけど、やはりあれだけの次年度の
委員長さん、そして委員会の皆さん、それからこれからガバ
ナー補佐としてやってく皆さんの研修の場所ということなので、
その責任、そしてそれをどういう形で終えるかによって次年度
の金田ガバナー年度をどう彼らが支えてくれるかということが、
非常にそこにかかってると思って、やはり我 も々その一つのテ
ーマはやはり「友情と学びの時間へようこそ」というテーマを
持って来る方々、ロータリーメンバーを心からおもてなししようと
いう気持ちで考えて行動しております。やっとその二つ目のセ
ミナーが会長エレクトラーニングセミナーということで10日後の
土日に開催されます。これは次年度会長、当クラブでいうと青
木大さんですね。ここのセミナーと次のクラブリーダーシップセ
ミナーという地区協議会というんですけど、その二つを出ない
と会長をやる資格ないんです。だから、エレクトとその二つの
研修出ないと会長はやっちゃ駄目だよという規約があるんで
すね。その対策としても、絶対ということじゃなくていろんな理
由があることでそのホロー策もあります。それで今その会長エ
レクトというだけでも、たった2日の部分でもこのぐらい作ったり
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消したりという部分でガバナー事務所とやり取りをした部分を
毎回印刷するとこのぐらいになっちゃうんですね、エレクトだけ
でも。これを今、整理した上で今度今その運営に携わってい
る「八幡屋」さんの会長エレクトセミナーというのは。そこで昨
日あたりでちょっと受付が足りないと。それから、分科会も会場
が狭いために椅子の並べ替えも「八幡屋」さんだけではちょ
っと厳しいかなという部分もあって、昨日の夜、副幹事さん宛
てにメールがドッと行ったと思うんですね。あと5人か6人ちょっ
と助けてほしいなという部分があって、朝8時から懇親会前
まで。一日だけでもお手伝いできる方がいればいいかなとい
うことで昨日突然メールを出しました。非常に切羽詰まった中
でご案内で本当申し訳ないんですが、とりあえず何が起こる
かわからない部分なので、できるだけ多くのメンバーに何かあ
った時には支えていただきたいなということで、昨日ご案内を
差し上げましたので、私のほうに直接連絡もしくはメールいた
だければ非常に助かります。朝8時から準備して懇親会始ま
るまでですね。その1日目だけでも助けていただくとありがたい
です。そして今、先程幹事のほうからもあったように、次が地
区チームラーニングセミナーという研修会が、クラブリーダーシ
ップセミナーということで5月17日に、これ「華の湯」でおこなわ
れます。1回目のセミナーは、ガバナー補佐と委員長の研修で
した。2回目は、今回おこなられるのは会長エレクトの研修セミ
ナー。この3回目が600人ということは、このクラブの委員会と
地区の委員会と委員合同で全体の研修会になります。これ
が私があずかった三大研修の最後のセミナーになりますの
で、その600名の会員が来る時に前回は「華の湯」さんでち
ょっと駐車の仕方が悪くて帰りたい人が帰れなかったり、いろ
んな問題が起きました。あそこに600台という台数を入れるの
非常に難しいということで、今回別の「ユラックス熱海」のほ
うに駐車場を借りてそれを対応してますが、そこでもやはり駐
車場整理で多分10人ぐらい必要じゃないかなということで、こ
れからその辺の段取りに入っていきますので是非我々本当
は研修を受けなきゃならないんですが、やはり研修するため
の準備をしなきゃならないということで、これからどういう仕事
が生まれてきて、どこにどういうのしなきゃならないというのはこ
れからになりますので、ここは地区の役員じゃなくてこの西クラ
ブ全体で「華の湯」に応援で来てもらうようにしたいと思いま
すので、2026年5月17日、是非また近 な々りましたら役割分担
とかも話していきますので、協力をお願いしたいと思います。ま
あ周年は周年として記念事業で皆さんも一緒に楽しんでい
きたいし、これから終わったら今度成井実行委員長のもとで
また地区大会というね、その研修とはまた違う雰囲気も味わ
えるわけです。こんなに沢山の事を経験できる年はないと思
いますので、皆さん会長を助け、そして次年度金田昇年度を
盛り上げていきたいと思いますので、なかなか皆さんに何が
頼みたいのか、どういうことをしてほしいのかというのは、明確
になってない部分もあるので不明な点とかあれば皆さんのほ
うからお声がけいただくと非常に助かります。今日、諸橋さん
がいないのでこんなところで経過説明ということでお許しいた
だければと思います。ありがとうございました。

●地区大会実行委員会� 吉野敬之副幹事
　皆さん、こんにちは。先程、突然成井さ
んのほうから今日発表してと言われて、ち
ょっと私手ぶらで来たもんで、珍しく。手元
にも何もないし、今日諸橋君がいないので
あまり発表らしい発表もできないんですけ
ど。概略としまして進捗状況はですね。皆
さんご存じのように10月31日、11月1日の2

日間に渡って地区大会は実施するということで決定しており
まして、それに伴いまして今、組織図を起ち上げまして第4回
まで実行委員会のほうをやらせていただいております。現状
組織図ごとにそれぞれ役割分担というものを制定させていた
だいて、昨年浪江のほうでやっていただいた地区大会の時
にいろいろ必要な資料というんですかね。スタートとしてはこち
らのほうでこういう形でやるよというものを作って、7月1日新年
度発足と同時に地区大会の案内と申し込みを配布するとい
うふうな流れになっておりますので、現状それに向けまして昨
年使った資料というものを取り寄せて、それを今年度用の仕
様に書き換えてそれを精査した上でお出しするというような状
態になっております。予算案的なところも並行してやっておりま
して、予算案を策定するにあたりまして実際にこういう部分お
金かかるよねとかっていうのは当然準備の落ちがないように
準備段階で予算と実際の準備と並行して行うことでおもてな
し準備を含めて漏れがないようにというような作業を今やって
おります。なにせ今年は先程来お話あるように40周年という節
目の年でもあり、その式典もございますので、現状は地区大
会のほうは静かに準備はしているんですけども、40周年が終
わってからまた皆さんと一緒に能動的に活動していきましょう
ということで、第5回の実行委員会は40周年の式典が終了し
てからというふうなお話になっております。準備のほうはそんな
感じで進んではおりますので、また進捗がありますと皆さん方
にいろいろとお世話になることも多いかと思います。なにしろう
ちのクラブの全メンバーが一丸となって達成しないことには、
40周年も式典もそうですし、地区大会も同じようなことだと思
います。三大セミナーもそうですし、すべて役割はそれぞれ異
なるかと思うんですけれども、できるだけ皆さん方に役割の内
容を熟知していただいて、それぞれに活躍していただけるよ
うに準備はしていきたいと思います。その準備が整った時点
で、また皆さんと共にですね達成をして美味しいお酒を飲み
たいなと思っております。

●藤田龍文会長
　先程来、矢田部さんのほうから地区の
行事で緊張してるということもお話ありま
したが、私も結構この一年間ずっと何か
に追われてるような気がしないでもないよ
うな。4月の半ば過ぎると少しはその得体
のしれない何かが軽くなるのかなと少し
は期待しておりますが、そんな日々 で。とに

かく40周年というこの日程に向けて会の皆さん自身にも感謝
したり、地域の方にも感謝したり、そして姉妹クラブが3クラブ
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ございますから、その方達が遠くから来ていただける。コザの
方達はもう3日ぐらい前からこちらに遠距離というのもあります
ので3日ぐらい前からこちらの本州のほうには上陸されて、ぐる
っと回りながらですが来ていただけるということですので、そう
いった部分も含めて皆さんに失礼がないように、今私たちが
できる事をしっかり伝えていきたいなと思っております。式典等
は40周年、周年事業は皆さんは何回か経験してらっしゃる
方いらっしゃると思うんですが、王道のプログラムがございま
すので、その王道のままでございます、内容に関しましては。こ
ういったご時世だったりいろいろな部分でこのプログラムでき
れば簡略化できる場合は簡略化していこうと思っております。
賛否がいろいろあるかと思いますので、逆に忌憚のないご意
見を後程いただければと思うんですが。例えば、この来賓紹
介等は最近いろんな各種団体でもありますようにお配りしてる
名簿をご覧くださいという感じで終わってしまう団体もちらほら
出てきてはおります。それをしていいのか悪いのか。するかし
ないかでも相当な時間が変わります。来賓をお一方づつ紹
介して、その方がお立ちいただいておめでとうございますって
いうのを来賓の方やって、各来訪ロータリークラブの方は代
表ですが、深谷ノースロータリークラブの会長何々様で何名
の皆さんですって言った時にその方達が立ってわーってやる
っていうのもまあ恒例だったり、参加する側からするとそれを
待ってるような部分もありますが、それをこうご来賓名簿をご
覧くださいということで、すーっと終わらす場合も両方を想定
しております。逆に皆さんからの、それはやらなくちゃ駄目だろ
うというようなご意見いただいたり、まあそれでもいいのかなと
いうご意見を両方いただければ、今両方でタイムスケジュー
ルをコントロールを可能性を考えております。王道のこのプロ
グラムを今まで通りやると約90分のメニュー、90分の時間を
要する予定でございます。ただ、今私たち検討しているのは
60分から90分くらいの尺を検討できないかということで、この
下の歓迎の言葉、式辞に関しましてもそうですが、来賓祝辞
に関しましても今私どもでわかり得る情報でいきますと、どうも
桜の時期でイベントが大変多うございまして、白河市長も小
峰城の桜まつりのほうに行かれるということなので、ここは名
代の副市長さんが来賓祝辞をするであろうと。西郷村長さん
におかれましては欠席というご案内をいただいております。名
代を立てるということではないようなので。そうしますと、ここも
来賓がお一方減るんではないかなという感じも見受けられま
す。そして、白河ロータリーの原会長ともお話してますが、ここ
で私たちの親クラブである原会長もちろん来賓でご挨拶しま
すが、その下のスポンサークラブの感謝状贈呈というところ
で、こちらにもまた再度登壇していただくんですが、こちらでも
例年を見ましてもご挨拶があったりして2回は厳しいんじゃな
いのというようなちょっとお話もいただいたりもして、この辺も来
賓のご挨拶をいただいた時にはスポンサークラブの感謝状
を贈呈してそっとこうご降壇いただくような流れとか、そういっ
た部分もちょっと想定しております。そして、その下のこれも王
道のプログラムなんですが、歴代会長35代目から39代目の
会長に感謝状贈呈というのもございますが、ここは一応お名
前をお呼びして35代ですか吉野会長に代表していただいて

感謝状を贈呈するというふうに、こちらは想定しております。お
一方づつ文面が多少感謝状の内容が違うんですが、それ
を5人分お読みしてそれぞれにお渡しするというよりは代表の
方にお渡ししてくような感じでやっていければなと思っておりま
す。ポリオ基金の贈呈に関しましても、今年40周年だったりポ
リオ基金来年のガバナー輩出に向けて地区にＰＲしようという
ことで基金をこれもやってましたが、ここでの問題点はポリオ
の基金が言うほど集まってないということで、これを式典の式
場でドーンと贈呈をするのか、集まったやつで多少もう少し残
り1か月切ってますが頑張ってある程度の形にしてガバナー
のほうにお渡しして。イメージとしてみれば、今回のこのポリオ
の基金を地区にいずれにしても上げるんですが、来年の地
区大会の時にポリオ基金の確かありますね。一番多く収めた
クラブが表彰なんかもあるので、せっかくですので金田ガバ
ナー年度を迎えるにあたって、白河西ロータリーが全クラブの
中でより多い基金を集めたというような形に持ってきたいなと
いうのが目論見なんですが。ちょっと私の募金の皆さんにアナ
ウンス不足でちょっと思ったほど集まってないので、この辺は
要検討しながらどういった形かでは地区のほうにもアピール
してければなと思っております。そのほか40周年の記念事業
の発表等はまあ例年どおりという感じで、この部分を例えば
式典できたときにですね多少端折る部分、まあ祝電披露に関
しましても来る状況にもよりますが、全員をお読みすべきなの
か、来た部分だけお名前だけを披露させていただいて電文
は張り出しておくというような形とかで60から90の枠で、まあ皆
さんいろんな式典等に参加された時に長いなあって感じる
時と、まあこのぐらいだろうなっていうその境目が60分から90
分の間で混在するかと思うので、私どもは目指すのであれば
60分のコースを目指していきたいと思っておりますので。来賓
の祝辞もメンバー等もだんだん決まってきましたので、その辺
を含めてどのぐらいの時間軸になるかは式典チームのほうに
再度ですね精査していただいて、どのぐらいの軸でやるかと
いうのは来週かな。来週の決起大会の例会の時にでもです
ね、皆さんに正式に発表できるのではないのかなと思っており
ます。式典の前後にですね、コザロータリーさんが永野さんの
お墓参りをしたりですね、あと米沢中央さんが全部ちょっと十
文字君のシスターのほうにお願いするようになってしまうんで
すが、米沢中央さんが姉妹クラブを締結した時に植えた木
は何でしたっけ、あれ。コメツガ。コメツガの木をですね、小峰
城に植林してかれこれ15年ですか、米沢さんはね。15年、あ
っ、もっと経つか。35年、5周年の時に締結したので35年前に
コメツガの木を小峰城の昔でいう集古苑の前に植えて、私ど
も米沢中央に行った時に周年で植樹をした木をですね、私
たち結構案内されて見せていただけるんですね。結構手入
れされてるんですよ、米沢中央さん。その時に、あーっと思いま
して堀田さんにお願いしましてコメツガの木をちゃんと剪定し
ました。米沢中央さんから戻ってきた時に小峰城のコメツガ
の木を見たら、まあ伸び放題で床屋に行ってない相当床屋
に行ってないなという感じぐらいに相当伸び放題になっており
ましたので、堀田さんにお願いして綺麗に整えましたので、も
し米沢中央さんが見に行くということになればご案内してい
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ただいて見ていただいても綺麗には剪定は終わってるという
ことですので、ちょっとその辺も可能性的には考えていただけ
ればと思いますし、林さんのお墓参りももしかしたりすると深谷
の皆さんは言うのかなとも思ったりとか、いろいろなことが想
定できますので、委員会の組織図のほうはありましてできれば
ですね、40周年の決起大会までに担当のセクションの方は1
～2度ぐらいはお集まりいただいて、再度当日の動きだったり
自分たちのすべきことというのをですね、再度ご確認いただ
いて決起大会を迎えていただいたり、おそらく担当の委員長
とかになってない限りはですね、皆さんどこに所属してたりす
るかとかというのはちょっと不明確な部分もあったり、当日行っ
てどうにかオーダー来た部分をやればいいかというのは、皆さ
んロータリアンなのでできてはしまうんですが、そういった部分
も今一度確認していただいて、委員長の皆さんには再度皆
さんにちょっとご連絡いただいて、俺たちはこういう役割なん
だよという部分だったり、いちいち長丁場ですのでその部分
でも例えば交換性にしたりとか、そういった部分も各会員の皆
さんからご意見をいただいたりして、少しでも来ていただいた
方に良かったなという記念式典、懇親会を味わっていただけ
ればとそういうイメージでおりますので。今、一番メイン中の式
典に関しましては、今私どもが考えてる流れとしましてはそうい
ったところをイメージしておりますので、逆に経験豊かな先輩
方の皆さんに式典に関しては逆にちょっと忌憚のないご意見

をいただいて、これはカットすべきじゃないとかカットすべきだと
いうのはいろいろいただければと思います。急に喋れと言わ
れたんですけど今度は急に巻きのサインが出てきましたので。
まあご要望としてはそういったところとなりますので、是非また
ご意見いただければと思います。ありがとうございます。

●金田昇ガバナーエレクト
　皆さん、こんにちは。お役目ですので一
言だけ。次年度のガバナー年度に向け
てですね、皆さんいろいろお手伝い願い
ましてありがとうございます。仕事もそうで
すけど段取り八分と言われます。スタート
の7月1日までにほとんど8割がたの仕事を
しっかりやらなきゃいけないということです

ので、今40周年も抱えてですねクラブいろいろ忙しいと思い
ますが、是非ご協力よろしくお願いします。スタートしてからあ
との二分かというと、スタートしてからも八分ありそうですので、
ちょっと頑張ってやってきたいと思います。まずは40周年しっ
かり成功に向けていろんなお客様、地区内外からいらっしゃ
いますので、それを成功させることにしっかりとお手伝いしな
がらですね、やってきたいと思いますのでよろしくお願いします。
ありがとうございます。

●山本みなみ様� スポンサークラブ：白河西RC
　2日間にわたるRYLA研修会は、日頃の業務や自身の言
動を改めて見つめ直す大変貴重な機会となりました。
　岡田友子先生のご講演では、実演を交えながら対人スキ
ルについて学ぶことができました。コミュニケーションカードを
用いたワークでは、自分がどのような考え方や特性を持って
いるのかを客観的に知ることができ、大変興味深い時間とな
りました。私は緑チームに該当しましたが、緑のカードに記載
されている内容が自分に驚くほど当てはまっており、改めて見
返した際には新たな気づきも得られました。今後は、自身の特
性をより理解し、業務や日常生活に活かしていきたいと考え
ております。
　また、隣席の方の特性についても伺うことで、自分とは異な
る価値観や特徴を持つ方がいることを知り、相手を理解しよ
うとする姿勢の大切さを実感いたしました。社会生活におい
ては、さまざまな方 と々コミュニケーションを取りながら生活し
ていますが、互いを理解し、尊重し合う意識を持つことの重
要性を改めて学ぶことができました。
　下村先生のご講演では、「ひらめき」を生み出すために具
体的にどのような行動を取ればよいのかをご教授いただきま
した。情報を取り入れること、運動を行うこと、嫌なことにはル
ールを設けることなど、一見基本的なことのように思える行動
が、脳に大きな影響を与えるという点が非常に印象的でした。

いずれも明日から実践できる内容であり、実際に行動に移す
ことで、自身の中にあるひらめきや創造性を育んでいきたいと
感じました。
講演の最後に下村先生がおっしゃっていた「好きこそものの
上手なれ」という言葉は、努力だけでは埋められない差がこ
こにあるのだと気づかされる、大変心に残るお言葉でした。
今回のグループディスカッションでは、ファシリテーションにおけ
る「意見を否定せずに受け止める姿勢」や「和やかな雰囲
気づくりの大切さ」を改めて実感いたしました。参加者の皆
様が安心して発言できる環境が整うことで、より多様な意見
が生まれ、議論が深まることを体験できました。今後、自分が
話し合いに参加する際にも、相手の意見を尊重しながら場を
整える意識を持って取り組んでいきたいと感じております。
今回得た気づきや学びは、いずれも日々 の業務や人との関わ
りの中で活かすことができる実践的な内容ばかりです。今後
は、研修で得た知見を自らの行動に落とし込み、より良いコミ
ュニケーションや創造的な発想につなげていけるよう努めて
まいります。今回の研修に参加できたことに深く感謝するとと
もに、ここで得た学びを今後の成長の糧としていきたいと考
えております。

●斎藤匠様� スポンサークラブ：白河西RC
　この度、RYLA研修会プログラムの2日間に参加させてい
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ただき、大変有意義な時間を過ごすことができました。多くの
学びと貴重な経験を得ることができたと感じております。
　国際ロータリーについては、これまで同僚から話を聞く機
会はあったものの、具体的な活動内容については十分に理
解しておりませんでした。しかし今回の研修を通じ、1905年に
設立され120年もの歴史を持つ組織であること、そして世界
で約122万人もの会員が活動していることを知り、その規模と
継続性に大きな驚きを覚えました。また、「奉仕の機会として
知り合いを広めること」「国際間の理解と親善と平和を推進
すること」など、ロータリーの目的に触れ、深い感銘を受けまし
た。
　講演では、岡田氏・下村氏・町田氏・山田氏より多くの示唆
に富むお話を伺いました。特に岡田氏の「良好な人間関係
をつくる～自己発揮のコツ」では、これまで自分が意識して取
り組んできた姿勢が間違っていなかったと確認でき、自信に
つながる学びとなりました。
　グループディスカッションでは、初対面の方 と々うまく話せる
か不安もありましたが、研修生の皆さんの明るい雰囲気に
支えられ、自然と打ち解けることができました。多様な業種の
方 と々意見を交わす中で、自分では思いつかない視点に触
れることができ、大きな刺激となりました。
　今回の研修で得た学びを今後に活かすため、まずは良好
な人間関係づくりに一層努め、信頼を得られる人間を目指し
て精進してまいります。また、ファシリテーターとしての役割にも
前向きに挑戦したいと考えております。さらに、下村氏の講演
で触れられた読書の重要性を踏まえ、苦手意識のある小説
にも積極的に取り組んでいきたいと思います。
今後の生活においても奉仕の精神を忘れず、より良い未来
を築くために、皆さまと共に明るい社会づくりに貢献できるよう、
心を尽くして努力し続けることをお約束いたします。

●細川径洸様� スポンサークラブ：白河西RC
　この度、第44回RYLA研修会プログラムの2日間に参加さ
せていただき、大変有意義な時間を過ごすことができました。
また、貴重な経験を得ることができました。
国際ロータリーについては推薦を受けるまで詳しく知りません
でしたが、今回の研修を通じて長い歴史を持つ組織であり、
世界で約122万人もの会員が活動に取り組んでいることを知
り、その規模と影響力に大きな驚きを覚えました。参加前は、
自分がこのような大きな組織の研修に参加して良いのか不
安もありましたが、実際に参加してみるとその不安はすぐに解
消されました。
　講演では、岡田氏・下村氏・町田氏・山田氏より多くの学び
を得ました。
　特に岡田氏の「良好な人間関係をつくる～自己発揮のコ
ツ」では、自分の性格や苦手なタイプを把握することができ、
自分なりに意識してきた対人姿勢が間違っていなかったこと
を確認でき、大きな自信につながりました。また、迷いながら実
践していた点についても明確な答えを得られたように感じて
います。さらに下村氏の講演では、嫌な仕事をゲーム感覚で
取り組む工夫や、ひらめきは寝落ちし起きたときに生まれやす
いこと、ノートの左ページに図表でまとめ、1カ月後に右ページ
へ記憶を確認しながら書き込む学習法など、大変興味深い
内容を学ぶことができ、今後ぜひ実践したいと思いました。
グループディスカッションでは、班の研修生の皆さんが明るく
話しやすい方々ばかりで、自然と打ち解けることができました。
多様な業種の方 と々意見を交わす中で、自分では思いつか
ない視点に触れ、刺激を受けました。
　今回の学びを今後に活かすため、まずは自らが良好な人
間関係を築き、職場の方々にも研修内容を共有し、より良い
職場環境づくりに努めてまいります。また、ファシリテーターとし
ての役割にも積極的に挑戦したいと考えています。
今後の生活においても奉仕の精神を忘れず、皆さまとともに
社会に貢献できるよう努力し続けてまいります。


